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聞き書き甲子園第2525回

【主催】聞き書き甲子園実行委員会
農林水産省、文部科学省、環境省、公益社団法人国土緑化推進機構、

NPO 法人共存の森ネットワーク、NPO 法人地球緑化センター

協力市町村（地域）公募のご案内
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「聞き書き甲子園」は、高校生が農山漁村に暮らす「名人」を訪ね、そ

の知恵や技術、生きざまを「聞き書き」し、発信する活動です。

「名人」は、林業、炭焼き、木工職人、漁師など、自然と向き合い、地

域の暮らし、文化、伝統を守りながら仕事を続けてきた方たち。その多

くは、高校生の祖父母にあたる世代です。一方、高校生は、北海道から

沖縄まで全国から参加します。

高校生は一対一で、各地域の「名人」を訪ね、インタビューし、その言

葉を一言一句、書き起こして作品をまとめます。

「名人」の「聞き書き」を通して、高校生は「働くこと」や「生きるこ

と」を学びます。まるで本当の祖父母と孫のように「名人」との交流が

つづく高校生がいます。大学生や社会人となって、農山漁村に I・U ター

ンし活躍する卒業生もいます。皆さまの地域でも、「名人」を推薦し、「聞

き書き」する高校生を受け入れてみませんか。

「聞き書き甲子園」では、毎年、同事業にご協力いただく市町村（地域）

を公募し、開催しています。

「自然と向き合う仕事の大切さ」や「地域ごとに特色ある生活文化の豊

かさ」を広め、未来を担う次世代を育成するとともに、ご協力いただい

た地域には、長年にわたり育まれてきた「なりわい」や「生活文化」を

再認識し、地域の未来を共に考える「場」を提供できればと考えています。

同事業の趣旨にご賛同いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。
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聞き書き甲子園  協力市町村（地域）

公募概要

公募対象

公募期間

選定結果

名人の
推薦

公募要領

市町村（地域）

令和７年５月 ９ 日（金 ）～９月 4 日（木） 17 時必着

令和 7年 10月末までに文書により通知します。

聞き書き甲子園［市町村（地域）の方へ］　https://www.kikigaki.net/join/

令和８年度「第 25 回聞き書き甲子園」において、高校生の
「聞き書き」の対象となる「名人」（※１）を原則として 6

～ 8 名ご推薦いただくことが要件となります。（※ 2）

※１
「名人」は、林業、水産業、

工芸など、森・川・海な
ど地域の自然とかかわる
仕事に長年従事し、先人
からの知恵や技、心を受
け継いできた概ね 60 歳以
上の方を想定しています。

※３
ここでいう地域団体とは、
地域自治組織や市民活動
団体、事業協同組合等を
さします。

※２
推薦名人の人数については
ご相談いただけます。

市町村を窓口として「地域団体」（※ 3）が実質的な主
体として申請することや、複数の市町村が連名で申請す
ることもできます。

選定された「名人」には、令和８年８月下旬以降に、高
校生の「聞き書き」取材にご協力いただきます。「聞き
書き」する高校生の旅費等は、主催者（聞き書き甲子園
実行委員会）が負担します。

市町村のご担当者には、研修会・フォーラムへのご参加や
高校生の受入れ等について、ご協力をお願いいたします。

「協力市町村（地域）公募要領」に定める申請書（様式１）及び申請地域概要説明書（様
式２）を聞き書き甲子園事務局宛に郵送又はメールに添付し提出してください。
詳しくは下記 URL より公募要領をご確認ください。

選定された市町村（地域）には、令和 8 年１月末までに「名人」を推薦いただきます。
※上記サイトに「名人推薦要領」を掲載しています。あわせてご確認ください。

応募先・お問い合わせ
〒 156-0043　東京都世田谷区松原 1 － 11 － 26 － 301  NPO 法人共存の森ネットワーク内　

聞き書き甲子園実行委員会事務局　
TEL：03-6432-6580　FAX：03-6432-6590　E-mail：contact@kikigaki.net



協力市町村（地域）を公募
応募書類を提出ください。
10 月末までに採択結果を通知します。

推薦いただいた「名人」の人数に
応じて全国の高校生を募集
高校生の募集とあわせて、協力市町村（地
域）決定のプレスリリースを行います。

フォーラム（成果発表会）への参加
優秀作品には大臣賞等を授与します。参加高
校生は、取材した地域ごとに発表を行います。
当日は「名人」の代表者数名もご招待し、登
壇いただきます。各市町村（地域）の皆さまも、
当日、ご参加ください。

「聞き書き作品集」を配布
参加した高校生のほか、
関係機関等に「聞き書き
作品集」を配布します。
各市町村（地域）には、「名
人」の人数分プラス 10
冊を贈呈させていただき
ます。また、作品データ
をお渡しいたしますの
で、広報等にご活用くだ
さい。

協力市町村（地域）による地域発表会
の開催（任意）
市町村（地域）単位の地域発表会の開催をご
検討ください。開催にかかる費用の一部は実
行委員会が補助します。

研修会への参加
参加高校生の研修会を開催します。各市
町村（地域）担当者は、１泊２日でご参
加ください。「聞き書き」する高校生と「名
人」のマッチング等を行います。

高校生による「聞き書き」取材の
サポート
「名人」の取材は、原則として高校生が一
人で行います。取材日は、事前にお知ら
せしますので、必要に応じてサポートを
お願いいたします。

「聞き書き作品」の内容を確認
「作品集」を製作するにあたり、高校生が
提出した作品内容をご確認いただきます。

高校生が取材する「名人」を推薦
地域の「名人」※原則６～８名をご推薦くだ
さい。
※推薦いただく「名人」は、林業、水産業、工芸など、森・川・
海など地域の自然とかかわる仕事に長年従事し、先人から
の知恵や技、心を受け継いできた概ね 60 歳以上の方を想定
しています。
※推薦名人の人数はご相談いただけます。
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聞き書き
甲子園
の流れ

第2525回

第18 回受入れ地域（ 12 地域）

第20回受入れ地域（11 地域）

第21 回受入れ地域（14地域）

第22 回受入れ地域（13地域）

第 23 回受入れ地域（ 11 地域）

第 24回受入れ地域（ 15 地域）

※第 19 回開催は、新型コロナウィルス感
染症の拡大に伴い、中止しました。

「聞き書き」は、それぞれの作品ができる以上

の成果がありました。高校生の純粋でまっすぐ

な質問は名人の心の奥に届きます。名人は深く

自らの心の中にもぐり、答えを探します。名人

は、「聞き書き」を通じて人生の棚卸をしている

ようでした。生きてきた道を振り返る名人の顔

はとても穏やかです。そのような名人の姿を見

ることで、高校生もまた自分の人生を深く考え

るきっかけとなりました。参加したことが進路を

決めるきっかけとなった高校生もいました。
（新潟県柏崎市市民活動支援課・特定非営利活動法人aisa）

協力市町村（地域）の声

「聞き書き甲子園」の開催は、各市町村の農
林水産課をはじめ、企画課、地域振興課等に
ご協力をいただいています。また、地域団体
と連携し、ご協力いただいた地域もあります。

［　これまでの協力地域　］

協力市町村
（地域）の声

全国7
6地域

で実施
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「クヌギ林とため池がつなぐ国東半

島・宇佐の農林水産循環」は、平成

25 年に世界農業遺産に認定されまし

た。この地域の営みを未来に伝える

取り組みの一つとして、農林水産業

に真摯に向き合う人々の姿を高校生

に知ってほしいと考え、地元の高校

生による「聞き書き」の活動を続け

ています。今回は全国の高校生が名

人の知恵や技術のみならず、それぞ

れの想いをも受け止めてくれたに違

いないと、彼らの今後に期待してい

ます。
（大分県農林水産企画課　世界農業遺産推進班）

「木のまち鹿沼」を支える「名人」

の想いとともに、地域の歴史を伝

えられる素晴らしい機会をいただ

きました。今回はオンライン※で

の取材となりましたが、高校生と

共通の趣味で話が盛り上がり、終

始笑い声が聞こえる楽しい聞き書

きが行われ、参加して本当に良かっ

たと感じています。「その生業は自

分の一部」と話す名人のひとつひ

とつの言葉が、人生の岐路に立つ

高校生の背中を押してくれました。

彼らにも生きがいのような仕事が見

つかることを願っています。
（鹿沼市経済部林政課）

都城市立図書館は、全国の聞き書

き作品を収集していく方針の下、

「聞き書きコーナー」をつくってい

ます。図書館の運営理念は「ひと

りひとりが《だいじなもの》をみ

つけていくために」としています

が、「聞き書き甲子園」はまさに名

人たちの仕事や暮らしの中から《だ

いじなもの》をみつけていく機会

になったのだろうと思います。高

校生に連れられて名人ご夫妻も図

書館にいらっしゃいました。ひと

びともつなげていく素敵な取り組

みです。
（宮崎県都城市生涯学習課・都城市立図書館）

協力市町村（地域）の声

　　　　　　　　　　　※コロナ禍のためオ
ンラインで実施



「聞き書き」の基本は「聞く」というコミュニケーションです。 

「聞き書き甲子園」に参加した高校生は、日本各地の名人を一人で訪ね、一対一でイ

ンタビューをします。

名人との対話はすべて録音します。そして、その録音を一言一句、書き起こします。

高校生はインタビューに費やしたエネルギーの何倍、何十倍もの手間と労力をかけて、

再び名人と向き合うのです。

書き起こしが終わったら、不要な部分を削除し、整理します。そして名人の語り口を

生かした、一人語りの作品に仕上げます。

出来上がった作品を読むと、まるで名人自身が、その半生を私たちに語りかけてくれ

ているかのようです。

森、川、海、里、自然の鼓動に合わせ、延々と続いてきた暮らしの連続。 

そこで培われた知恵を聞き、次の世代へ心を伝えていくことが「聞き書き」の意義です。 

長年、働きつづけた人たちは、どのような思いを持ってきたのか。

地域の自然と、どのように向き合ってきたのか。

人と人は、なぜ、助けあい、支え合って生きてきたか。 

生きるとは何か。働くとは何か。家族、仲間、そして地域とは何か。 

高校生は、それらの事柄を通して、懸命に生きてきた人の息遣いを感じることができ

ます。 

そして名人の心に寄り添い、その生きてきた情景に、自身を重ねようとするのです。

ある高校生は言いました。

 「名人の話は、いつの間にか、自分が言いたいこと（伝えたいこと）になった」 

初めての土地を訪ね、その地で働きつづけてきた名人と出会い、「聞き書き」に取り

組んだ高校生の作品をご覧ください。作品を読んでいただければ、きっと、その人に

興味を持ち、その人が生きてきた風土を好きになります。 

以下のページには、『第 18 回 聞き書き甲子園 聞き書き作品集』（令和２年３月発行）

より、高校生の作品の抜粋と感想文を掲載します。

聞くことから、
はじまる



聞くことから、
はじまる

・山形県酒田市（飛島）



・新潟県柏崎市



・宮崎県都城市



矢 内 敏 弘
製材・75歳・徳島県神山町

仕事は製材業です。木材を刻むんですよね。木は生きています。呼吸しているんです。色が変わっ

たり、艶が出てきたり、いろんなことがある。寒帯や熱帯から来た木は、日本の気候には合い

ません。四季があるから。寒いところから来た木は夏の暑さに弱い。色がすぐに黒くなって艶

がなくなるんです。しかし日本の木は、時とともに木に艶が出て、住人に馴染んできます。私

のこだわりは、せっかく生まれてきた木だから、とことん世の中のために使ってあげる。普通だっ

たら、２・３・４メートルというのが市場で売られている木材の規格なんよ。でも、私は、40・

75・110センチの３つに取り分けるんです。１本 10円、20円の小さなお金を大事にして、その

木を大事にする。木に食べさせてもらっているんです。

中川拓哉（徳島県 生光学園高等学校２年）

僕は正直、林業の知識は皆無に近く、名人の話を理解して取材できるか不安でした。し

かし、矢内さんご夫妻は優しく接してくださり、僕にもわかりやすく説明してくれまし

た。矢内さんは、たくさんの苦労をされてきた方で一つ一つの言葉に重みを感じました。

人を大事にされていることも伝わってきました。いつも謙虚で、木に対する情熱が感じ

られました。「木に生かされている」という言葉は、矢内さんの仕事への姿勢が表され

ていると感じ、提出した作品の題名にしました。このような貴重な機会をいただき、あ

りがとうございました。

木は生きています。呼吸しているんです。



・山口県下関市



74 歳のおじいちゃんが、こんなにもパワフルで、エネルギッシュで、

目が生き生きしているとは知らなかった。

一つのことに打ち込む姿は、見ていて惚れぼれした。

（宮崎第一高等学校２年　廣兼綾香）

名人の話を聞く中で、日本の森の「悲鳴」が

肌を伝わるように感じました。

（石川県立金沢伏見高等学校２年　脊戸大樹）

技術は技術だけで伝わっていくのではないと思います。

必ずその裏には、先人たちの想いや英知がこめられています。

（鳥取県立倉吉総合産業高等学校２年　高見亮摩）

地方創生について、本では理解していたのですが、

そこにどんな人がいて、地方がどう動いているのかを

考えたことがありませんでした。名人の想い、地域への愛。

結局、カタチではなく、人なんだと気づくことができました。

（大阪星光学院高等学校２年　大和弘明）

自分の目で見、耳で聞き、手で触れることを通してこそ

わかることを大切にしていきたい。

そうすることで、身の周りのあらゆるモノ、コトが

自分にとって “ 生きもん ” に見えてくると思う。

（和光高等学校１年　片波見せるさ）

「聞き書き甲子園」は、以下の企業・団体等のご支援、ご協力により開催しています。

［募金・企業寄付］株式会社ファミリーマート　　 ［協賛・協力］公益財団法人一ツ橋文芸教育振興会、
富士フイルムホールディングス株式会社、京王電鉄株式会社、株式会社ティムコ、公益財団法人 SOMPO
環境財団、株式会社ベネッセコーポレーション　　［後援］総務省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、
全国山村振興連盟、一般社団法人全国過疎地域連盟、NPO 法人「日本で最も美しい村」連合

 　　ファミリーマートは「夢の掛け橋募金」を通じて、この活動を応援しています。
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